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古英語の所有代名詞の言語特性

藤 原 保 明

0．ばじめに

古英語の代名詞に関するこれまでの記述は、Mitchell（1985）をはじめ、詳細

かつ綿密であるように見えるが、これらの代名詞の言語特性に関して今回新た

に分析を試みた結果、従来の記述には含まれていない新たな事実が存在するこ

とが分かった。すなわち、min，Sin，unCerなどの本来の所有代名詞と、所有を

表すために用いられた人称代名詞の属格形のhis，hire，hiraの間には、屈折の

有無以外に明確な言語上の区別があることが判明した。本稿の目的は、これら

の事実を提示し、従来の記述を補完することにある。

Ⅰ．所有代名詞と所有を表す人称代名詞の区別

（1a）にあげた古英語の所有代名詞は、いずれも形容詞の強変化と同一の屈折

をする。たとえば、minが男性名詞を修飾する場合には、（1b）のような語尾を

伴う。ただし、－eで終わる白reは、（1b）に示したように、同じく－eで終わる

grene‘green’などの形容詞と同一の語形変化をする（Cassidy ＆ Ringler，

1971：36）。Sinには性と数の区別はなく、unCerとincerは両数（dual）の場合

に用いられる（Ⅵrright，1925：§464）。一方、（1c）にあげた3人称代名詞の属

格形は、所有を表す場合、いずれも語形変化をしない（Moore＆Knott，1955：

§3舶；Quirk＆Ⅵrrenn，1957：§64）。なお、（1a）の所有代名詞が屈折するの

は、主要語（head）である名詞に依存しているために、性。数。格を一致させ

るからである。山方、（1c）の人称代名詞が屈折しないのは、既出の名詞の性と

数に一致して語形がすでに決定されているため、主要語の性。数。格には影響

されないからである（Mitchell，1985：§290）。（1a）と（1c）の人称代名詞には

方言や時期の違いによる異形があり、Sinは詩で用いられることが多いと言わ

れている（Wright，1925：§464）。
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（1）（a）min‘my’

pin‘your’

Sin‘his，her，its，their’

ure，uSer （our†

eoⅥrer，iower‘your，

uncer‘of us two’

incer‘of you tw■0’
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（b）

単

主格 mln 白re

属格 mlneS ureS

数 与格 mlnum urum

対格 mlnne urne

複

主格 mlne 白re

属格 mlnra urra

数 与格 mlnum urum

対格 mlne 缶re

（c）his‘his，its’

bire，biere，hyre‘ber’

hira，hiera，heora，hyra‘their’

本稿の目的は、（1a）と（1c）の2組の代名詞の遠いが屈折の有無だけに止ま

るのか、それとも統語や韻律にも及ぶのかを明らかにすることにある。たとえ

ば、統語面では、所有代名詞の属格形が主要語を限定する場合の語順の特徴は

どうであったかが関心事となる。Fries（1940）によると、古英語の主要語一名

詞の属格形という語順は900年頃には47．5％、1000年頃には30．5％、1100年頃に

は22．2％、というように次第に減少し、1300年頃にはこの語順は皆無となるこ

とから、主要語一所有代名詞という語順にも似たような史的変化が認められる

のかどうか、とりわけ900年以前の特徴はどうであったかに焦点が集まる。韻律

上の関心事としては、所有代名詞は屈折と統語上の機能が形容詞と同一である

が、頭韻やリズムなどの面でも同一の特徴を示すかどうかという問題がある。

ⅠⅠ．分析

2．1．分析の規準

上記の理由から、本稿では詩を分析対象とし、βgo各〃〟打とGg殆どSゐAの2編

から例を抽出することにした。テキストとして、前者にはKlaeber（1950），後

者にはKrapp（1931）を用いた。分析は（2）の「頭韻階級の原則」に従って行わ

れるものとする（F咄iwara，1987，1990）。

（2）頭韻階級の原則

（a）2つ以上の語から成る半行では、頭韻語の選択は、語の意味と文法上の

機能とは無関係に、語彙範疇の相対的な階級に従って自動的に決定され



古英語の所有代名詞の言語特性 75

る。

（b）階級が高い語は、半行中の位置とは無関係に、階級が低い語に優先して

頭韻する。各半行での頭韻の優先順位は次のとおりである。

（i）名詞、形容詞、派生副詞

（ii）本来語の副詞の一部

尽iカ動詞（非定形。定形；ただし、be動詞と法助動詞は除く）

8功 機能語、本来語の副詞の一部、be動詞、法助動詞

（C）半行を構成する複数の語が同一範疇である場合、頭韻の権利は半行の左

寄りの位置にある語に与えられる。

（d）本来語の副詞は3つの下位範疇に分けられる［詳細は省略〕。動詞は優位

な非定形と劣位の定形という2つの類に厳密に区分されている。

（e）第二半行、および二重頭韻が実現している第一半行では、（a）～（d）の原則

が守られないことがある。これらの場合は、それぞれ「第二半行での詩

的許容」、「二重頭韻の単行での詩的許容」と呼ばれる。

（2）の原則によると、頭韻は単一頭韻が見られる第一半行で忠実に実現してい

ることになるため、種々の言語現象の一般化を試みるにはこの半行が最も適し

ているということになる。

2．2．『ベーオウルフ』における所有代名詞の言語特性

『ベーオウルフ』の場合、所有代名詞が限定する主要語の直前に位置する（3

a）のような例は第一半行に11回用いられている。以下、このような位置を占め

る所有代名詞を前置語（prepositive）と呼ぶことにする。なお、これら11例の

中には、主要語と緊密な統語関係にある形容詞ないしは名詞が所有代名詞と主

要語の間にくる（3b）のような例も含まれている。一方、（3a，b）のような例と

は逆に、所有代名詞が限定する主要語の直後に位置する（2c，d）のような例は

第一単行に9回用いられている。以下、この種の代名詞を後置語（postpositive）

と呼ぶことにする。これら合計20の所有代名詞は頭韻にはまったく加わってい

ない。これは、単一頭韻の第一単行中で頭韻階級の原則が忠実に守られている

証拠であるとみなせる。この原則によれば、（所有）代名詞は名詞または形容詞

と共起する半行内では名詞や形容詞に優って頭韻することはできない。ちなみ

に、所有代名詞は所有形容詞（possessive adjective）とも呼ばれるが（Camp－

bell，1959：§705）、この名称は、少なくとも頭韻に関する限り妥当とは言えな

い。なお、本稿では（所有）代名詞は斜字体で表し、主要語には下線を施すこ
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とにする。

（3）（a）Ⅵr記Sプ朔加fader foIcumgec印ed，

‘Myfatherwasfamedamongthepeople’（262）

（b）∽れyldram魚g unlifigende，

‘myelderbrother（was）1ifeless’（468）

（C）aldre ♪伽㍑椚， gifh否白SgeunnanⅥrile，

‘toyourlord，ifhewillgrantus’（346）

（d）dryhtens加乃g driorigneねnd

‘（he）foundbischieftainbloody’（2789）

第二単行の場合、注目に億するのは、主要語の直前。直後という、所有代名

詞にとって「正常な位置」から分離した（4a，b）のような例が10（前置語9、

後置語1）あり、これらがすべて頭韻していることである。この事実は、正常

な位置からの逸脱と頭韻は密接な関係があることを示唆している。しかし、（4

c）のように正常な位置で頭韻する例は、前置語の場合39例中16例もあることか

ら、「第二半行での詩的許容」を受けている可能性も高いため、両者の関係につ

いては慎重な検討を要する。後置語は頭韻上いっそう興味深い特徴を示す。す

なわち、（4d）のように所有代名詞が主要語の直後にきて後置語となる例は30あ

るが、主要語である名詞が常に直前にあって頭韻するため、所有代名詞はまっ

たく頭韻できない。ところが、（4e）のように所有代名詞が第二単行の冒頭にあ

り、先行する第一半行中の主要語を限定する半行またがり（enjambment）とな

る場合、所有代名詞は該当する6例のすべてにおいて頭韻に加わっている。半

行というのは、あくまでも韻律上の単位であるが、このような単行またがりの

例は統語上も意味ある単位であることを示している。

（4）（a）mearca∂m6rhopu； n68白ymbプ形れβSne pearft

licesfeorme lengsorglan．

‘stainthemoor－holloⅥ7；yOuneednotcareforthefoodofmybody

anylonger’（450－1）

（b）eorlicellen， 0や∂e幽
On pissemeoduhealle ∽純乃ggebidan！’

‘earl－1ikebravery，Orenduremylastdayinthemead－hall’（637－8）

（c）peodenm盃rne ymbタ加乃g王室，
‘thefamousprinceaboutyourjourney，’（353）

（d）p虔でmeWi8ほ∂um licsyrce∽加



古英語の所有代名詞の言語特性

‘thenmycoatofmail（helped）meagainstfoes’（550）

（e）gific記t pearfe ♪伽柁SCOlde

77

‘ifIshould（bedeprivedofmylife）inyourneed’（1477）

次に、二重頭韻が見られる第一半行の場合、所有代名詞が見かけどおり頭韻

に加わっているのか、それとも、たまたま主要語と同一音で始まっているだけ

なのか区別しがたい。二重頭韻は当時の詩人たちにとって韻律上最良の型とみ

なされていた根拠があるが（藤原、1990：172－83）、最も低い頭韻階級に属する

代名詞には「二重頭韻の半行での詩的許容」が認められないことから、本稿で

は（5a，b）のような前置語6例と（5c，d）のような後置語の2例を二重頭韻の例

から除外し、単一頭韻の例に含めておく。ちなみに、2行も前の離れた位置か

ら主要語を限定する例が第一半行に1例（＝5d）ある。

（5）（a）“Meaht8白，∽加Wine， m巨CegeCn豆Van，

‘Canyou，myfriend，reCOgnizethesⅥ70rd’（2047）

（b）5れ乃egeSeldan insele p云mhean

‘hiscomradeinthehighhall’（1984）

（C）n6さ宮盃rsuna s銚α椚 Syllanwolde，

‘neverthelesshewouldnotgivetohisson’（2160）

（d）． Bl盃dis畠r魚red

∂加Ofer p巨Odagehwylce． Ealp缶hitgepyldumhealdest，

‘Yourrenownisraised。。。0Verallpeople．Youkeepitallsteadily’

（1703b－5）

人称代名詞の属格形は一般に所有代名詞として扱われていることから、本稿

でも所有代名詞の場合と同じ観点から分析することにする。最初に、第一半行

の場合、注目すべき特徴として、（6a，b）のような前置語は31例あるのに対して、

後置語は（6c）の1例に止まるという両者の際立った頻度差があげられる。さ

らに、これら合計32の例はいずれも頭韻せず、このうち、（6d，e）の2例は句ま

たがりをしているにもかかわらず頭韻に関与しない。

（6）（a）や巨ah8eheゐゐbr6∂orbearn 豆bredwade．

‘thoughhekilledhisbrother’schild’（2619）

（b）ぁわゼSelfresunu sweolo∂ebef記Stan，

‘her ownsonto committotheflame’（1115）

（C）winedryhtenゐゐ w記teregelafede
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‘washedhisfrie‡1dlylordⅥritbwater’（2722）

（d）p記ticゐゐ盃rest8e 蔓延ges記gde；

‘thatIshouldfirstsaytoyouitstransmission’（2157）

（e）p巨ah8e6∂erゐゐ ealdregebohte，

‘thoug・honeofthempaidねritwithhisiife’（2481）

人称代名詞は第二単行に62例生じるが、このうちの61例は（7a…C）のように

前置語となっていて、後置語は（7d）の1例にすぎず、両者の頻度差は第一半

行の場合よりはるかに大きい。これらの人称代名詞が頭韻する例は、正常な位

置はもとより、分離した（7e）の場合を含め、1つも生じていない。これは第

一半行の場合とまったく同じである。

（7）（a）sweordbealosli8en 記tゐゐselfesh豆m，

‘thecrueldeathbythesⅥ70rdinhisoⅥrnhome’（1147）

（b）freolicu foIccwen t6ゐ才柁freansittan．

‘the‡10blefolk－queen（went）tositbyherlord’（641）

（c）wistonondnewさndon， p記thieゐgo和Winedrihten

‘（they）k‡1eWanddidnotexpectthatthey（shouldsee）theirfriendly

ruler’（1604）

（d）precⅥrudu prymlic． Ⅶ一記S peaW勧化，

‘themightyspear．（It）wastheircustom’（1246）

（e）swancorondsadolbeorht； 妙柁Sy∂6anⅥ7記S

。。 br［e］ostgeweor80d．

‘slenderandsaddle－bright；herbreastwasthen…
adorned’（2175－6）

両半行の分析結果を綜合すると、人称代名詞の前置語は92例あるのに対して、

後置語は2例、頭韻に加わる語はいずれも0という、きわめて注目すべき特徴

が浮かび上がってくる。

『ベーオウルフ』における所有代名詞と、所有を表す人称代名詞のすべての例

を、第一半行。第二半行、前置語。後置語、正常な位置（直前。直後）。分離の

区別、頭韻の有無という観点からまとめると、（8）のようになる。
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（8）

所
有
代
名

詞

前 置 語 後 置 語

第一単行 第二半行 第一半行 第二半行

正常位置 17（頭韻0） 39（頭韻16） 10（頭韻0） 30（頭韻6）

分 離 0 9（頭韻9） 1（頭韻0） 1（頭韻1）

合 計 17（頭韻0） 48（頭韻25） 11（頭韻0） 31（頭韻7）

人
正常位置 31（頭韻0） 61（頭韻0） 1（頭韻0） 0

称

貸
言司

分 離 0 0 0 1（頭韻0）

合 計 31（頭韻0） 61（頭韻0） 1（頭韻0） 1（頭韻0）

2．3．『創世記A』における所有代名詞の言語特性

『ベーオウルフ』は古英詩の中では最も長い詩であるが、用いられている所有

代名詞の数は、何らかの一般化を試み、それを他の詩に当てはめるには十分な

ものではなく、詩人の個人語、時代、方言などの特徴が入り込んでいる可能性

もある。そこで、本稿では比較的規模の大きな古英詩『創世記A』をとりあげ、

『ベーオウルフ』の場合と同一の規準で分析し、両者の結果を比較してみたい。

最初に、所有代名詞が第一半行で単一頭韻を形成する場合、（9a）のように主

要語の直前に生じ、前置語となる例は15、（9b）のように直後に生じ、後置語と

なる例は50あるが、いずれもまったく頭韻に関与しない。ところが、興味深い

ことに、分離する場合には頭韻することもある。すなわち、前置語となる5例の

うち、（9c）のように頭韻に加わるのは3例だけであるが、後置語となる7例は

（9d）のようにすべて頭韻に関与している。

（9）（a）♪加甜∽frumbearne， pa∋tfeorhdaga

‘toyourfirsトbornson，SOthat（agreatmanyof）daysoflife’（2360）

（b）blisseク乃加柁 andbletsunge，

‘mygraceandblessing’（2333）

（C）wesanおSgγher aldordema，

（d）

‘be
ourrulerhere’（2483）

ichinewerg800n

∽細gsette andm6dhete，

‘…Isetonhimmycurseandhate’（1755－6）

第二半行の場合、所有代名詞が前置語になっている19例のうち、 6例は（10a）

のように頭韻に加わるが、後置語になっている32例はいずれも（10b）のように
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頭韻しない。一方、所有代名詞が主要語から分離している場合、前置語となっ

ている15例のうち頭韻するのは（10c）を含む6餅、後置語となっている15例の
うち、（10d）のように頭韻に加わるのは11例である。これらの例から、分離と

頭韻は密接な関係にあることがよく分かるが、第二半行中であることの制約は

考慮されねばならない。

（18）（a）m琵∋ge∂t6gem…eCCum 刀乍独和f否Onda；

‘thewomenofmyenemiesasmates’（1259）

（b）f記gret6L6the‥ “Iceom垣垂望♪紬

‘gentlytoLot：“Iamyouruncle’（1900）

（c）si88an純白Sicunder， Abraham，タ物g

On‡）aSeさelturf 盃btal盃ddest，

‘since you，Abraham，brought your possessionsinto our country，

amongus’（2677－8）

（d）N魚freg否midb16de b巨Odgereordu

un云rlice わび柁picgeaさ，

‘Nevereatyourtable－foodswithblooddishonourably’（1518－9）

二重頭韻が見られる第一半行の場合、所有代名詞は（11a）のように3例にお

いて前置語として用いられ、10例は（11b）のように後置語となっているが、所

有代名詞そのものが頭韻する例は一つもない。後置語となっている（11c，d）の

2例については、二重頭韻ではなく、偶然による音の一致の例とみなし、単一

頭韻の例に追加することにする。

（川（a）onク伽殆ど竺王室堕Wlitan wlancemonlge，

‘manyproudonesgazeonyourbeauty’（1825）

（b）d魚dr6fdrihtnes細〟∽， fr；egnhined；egrimefr6d：

‘strongindeeds，Wiseinnumberofdays，aSkedhim，hisLord’（2174）

（C）mid sunumぶわ乍㍑∽ Sidan rices

‘withhissonsawidekingdom’（1599）

（d） はrumswilce，

pさOden，♪加α椚，and pe pancwege，

‘Lord，… insuchamanneraccordingtoyourteachings，andgive

youthanks’（2348－9）

次に、人称代名詞の場合、単一頭韻が実現している第一半行で前置語となっ

ている34例は、いずれも（12a）のように頭韻することはない。（12b）のように
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分離し、句またがりとなっている5例においても、人称代名詞は頭韻することは

なく、（12c）のように主要語と遠く離れていても頭韻にはまったく関与しない。

後置語となる3例は、（12d，e）のように直後に位置していようと遠く離れていよ

うと、人称代名詞は頭韻しない。

（12Xa）象rゐゐsw・yltdzege sunaanddohtra；

‘（hebegot a great many）of sons and daughters before his day of

death’（1221）

（b）ゃだtWifゐ才柁 WOrdumselね

‘thiswoman（toldmefirst）inherownwordsthat’（2649）

（C）0鮎rゐゐt6eor8an elnestilode，

‘Onegavehisstrengtbtowardtheearth’（972）

（d）midほcumゐオブ吼 Ii∂endbr6hte

‘withhergifts，thetravellerbrought’（1472）

（e）brテdmidbearnum underburhlocan

inS盃gorゐゐ． p豆Sunne白p，

‘（hebrought）hisⅥrifetogetherwithhischildrentothecity－enClosure

OfSegor．Ⅵrhenthesun（rose）up’（2539－40）

次に、第二半行の場合、前置語となっている58例の人称代名詞は、（13a）の

ようにいずれも頭韻せず、また主要語から分離することもない。（13b）のよう

に後続の主要語の初頭音と同じ音で始まる人称代名詞は58例の中に4例あるが、

いずれも二重頭韻が生じない第二単行の例であることから、偶然に基づく音の

一致であって、主要語に優先して頭韻しているのではない。一方、後置語とな

る人称代名詞は6例あり、（13c）のように主要語の直後に生じる3例と、（13d）

のように分離する3例に分けられるが、いずれの場合でも人称代名詞が頭韻す

ることはない。

（13）（a）bilwitf記der， hw記tゐねbearndyde；

‘mercifulFather，Whathissondid’（856）

（b）08p記tSeh豆1ga ゐゐhはforde

‘untiltheholy（one）ねrhisbrd’（2750）

（C）w盃gli∂ende， SWilcewifゐgoプ現

‘seaイarers，1ikewisetheirwives’（1432）

（d）werasmidwifum． On p畠mwicumゐね

f圧さderAbrahames feorhgesealde，
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‘menwithwives．Inthose dⅥ7ellingsAbraham’sfathergaveup his

life’（1738－9）

人称代名詞は二重頭韻が見られる第一半行に11回用いられているが、これら

はいずれも（14a，b）のように「二重頭韻の半行での詩的許容」は受けていない。

（14c－e）の3例の人称代名詞は後続の頭韻語と同一の音で始まっているが、こ

れまで検討した例から判断すると、単なる偶然の一致によるものであって、二

重頭韻の例ではないとみなしてよい。したがって、第一半行に生じる54例の人

称代名詞はすべて頭韻しないことになる。

（1収a）ぁぁselfes旦至垂．Sincesbrytta，

‘hisownhouse．Thedistributor oftreasure’（1857）

（b）ma∋ge8ゐgo和m豆gum． N盃fremonearla

‘themaidensto theirfamilies．Ofall（men），nO OneeVer’（2092）

（c）p記tゐゐhyldem記g 云hrededwurde，

‘sothathisnearkinsmanmightberescued’（2032）

（d）ゐ才柁hはfordum， SⅥ塙Seh豆1gabebead，

‘tohermasters，aStheholy（angel）bade’（2297）

（e）midゐゐhiwum． H記Ieさums記gde

‘withhishousehold．（He）saidto themen’（2623）

『創世記A』に生じる所有代名詞と人称代名詞のすべての例を『ベーオウルフ』

の場合と同じ要領でまとめると、（15）のようになる。

（15）

前 置 語 後 置 語

所
有

第一半行 第二単行 第一半行 第二半行

正常位置 単一頭韻 15（0） 19（6） 52（0） 32（0）

代
名
詞

二重頭韻 3（0） 10（0）

分 離 単一頭韻 5（3） 15（6） 7（7） 15（11）

合 計 23（3） 34（12） 69（9） 47（11）

人
称
代
名
詞

正常位置 単一頭韻 34（0） 58（0） 2（0） 3（0）

二重頭韻 11（0） 0

分 離 単一頭韻 5（0） 0 1（0） 3（0）

二重頭韻 1（0） 0

合 計 51（0） 58（0） 3（0） 6（0）
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ⅠⅠⅠ．考察

3．1．所有代名詞は、『ベーオウルフ』では前置語と後置語のいずれの場合に

おいても、第二単行中で圧倒的に多く用いられているのに対して、『創世記

A』ではむしろ第一半行での例の方が若干多くなっている。これは、前者で

は詩人が頭韻の必要をまかなうために「第二半行での詩的許容」に訴え、所

有代名詞を多く用いているのに対して、後者では、詩人はこの許容の多用を

控えていた藤果である、すなわち、詩人の文体の差に基づいている、とみな
せる。

前置語と後置語の比率についても、『ベーオウルフ』では60．75％対39．25％、

『創世記A』では32．95％対67．05％となっていて、両者は正反対の特徴を示

している。さらに、Bauer（1963：334）とMitchell（1985：§295）は、Sinが

主要語に対して占める位置の比率は詩によって際立って異なると指摘してい

ることから、前置語と後置語の比率も詩人の文体の差に基づくものと判断し

てよい。したがって、Fries（1940）が指摘している古英語の名詞の属格形が

先行する主要語を限定する主要語一属格形という語順の比率と、主要語叫所

有代名詞という語順の比率とは史的発達上関連はなさそうである。

Bauerはsinについて「韻律上不可欠である場合には詩に残され、そうでは

ない場合でも時おり残され串」と述べている（Bauer，1963：326－32）。しか

し、今回分析した限り、所有代名詞は第二半行において頭韻語としてかなり

多く用いられているが、Sinが頭韻に関与している例はまったくない。頭韻上

ではなく、リズム上の必要性があったと主張するためには、Sinとh－で始まる

人称代名詞の属格形との競合という状況において、Sinはh一代名詞より優位

であったことを証明せねばならないが、（8）と（15）のデータはこれとは逆の証拠

を提示している。

3．2．単一頭韻が見られる第一半行では、所有代名詞は主要語に対して、直

前。直後を問わず、正常な位置にある限り、頭韻に関与することはないとい

う点では、二つの詩は共通している。このことにより、（2）の「頭韻階級の原

則」が詩人の文体に左右されることなく、いかに忠実に守られているかが分

かる。

分離と頭韻の関係も2編の詩に共通している。すなわち、所有代名詞が主

要語から分離すると前者が頭韻する確率が高くなるが、この現象は前置詞

一目的語という正常な語順が倒置によって損なわれる場合に、前置詞が頭韻
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しやすくなる現象と類似している（藤原、1990：262－3）。本来は無強勢であ

る前置詞や所有代名詞という階級の低い語を分離や倒置を起こさせることに

よって韻律上際立たせていることが今回の分析によってより明らかとなっ

た。

3．3．所有を表すために用いられた人称代名詞の属格形について今回の分析

から明らかになったことは、まず第一に、これらの属格形は、第一半行。第

二単行の区別や詩人の文体の違いを問わず、ほとんどの例において後置語で

はなく前置語として用いられているということである。この事実は、人称代

名詞が主要語の性。数。格に依存して語形変化するわけではないことから、

詩の場合にも、主要語の直前でなければ統語上の関係が不明瞭となる恐れが

あると考えられた、と説明できよう。

次に、人称代名詞はいかなる場合においてもまったく頭韻に関与すること

はないが、このことは人称代名詞が所有代名詞よりも頭韻階級が低かったこ

とのきわめて有力な証拠となりうる。頭韻上の資格（status）からすると、人

称代名詞はand，gif‘if’，aC‘but’，088e‘or’などの接続詞や、ne‘not’，綺

‘then，などの副詞と同様であると言える。この事実は、「頭韻階級の原則」、

とりわけ（2biv）より詳細な下位区分をする必要があることを示唆している。

ⅠⅤ．まとめ

これまでの分析結果を綜合すると、古英語の所有代名詞と所有を表す人称

代名詞の属格形は、統語上の機能は同じであるが、語順や韻律上の特徴はまっ

たく異なることから、両者の言語上のstatusは少なくとも同等ではなかった

と言える。
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